




































































































































































20XX 年 10 月～20XX 年 11 月の 20 日間とし，1
山形大学大学院教育実践研究科年報第 9号(2018) 
回約 15分の活動を 6回計画した。 
③事前準備と課題の整理 






















































































(以下，n1～n4) の活動内容を表 1に示す。 
 































表 3 発表練習での発声結果 





表 4 iPadを見ない場合の発表結果 
  
②iPadの操作の結果 
 表 5 は iPad 画面をスワイプして自分で切り替
えることを試みた結果である。 
 
表 5 スワイプの結果 
 
p4では教師が X児に対して「ダンス」の画像を
回 名前 メガネ ダンス おわります
c1 △ × △ △
c2 ○ × 自→△ ○
c3 ○ ― 自→△ ○
c4 ○ ○ ○ ○





回 名前 メガネ ダンス おわります
p1 △ ○ × ○
p2 ○ ○ 自 ○
p3 ○ ○ 自 ○
p4 ― ― 自 ○
p5 ○ ○ 自 ○
p6 ○ ○ ○ ○
p7 ○ ○ ○ ○




回 名前 メガネ ダンス おわります
n1 ○ △ ○ ○
n2 × × ○ ×
n3 ○ ○ ○ ○
n4 ○ ○ ○ ○
〇:正しく発語　　△:教師の支援を受けて発語
×:発語なし
回 s1 s2 s3 s4 s5
c1 c2 c3 c4 c5
p1 p3 p6 p8 n4
p2 p4 n2 n3
p5 p7
n1




回 スワイプ1 スワイプ2 スワイプ3
p1 ○ ○ ○
p2 ○ ○ ○
p3 ○ ○ ○
p4 ― ― ○
p5 ○ ○ ○
p6 ○ ○ ○
p7 ○ ○ ○





























































































































































































































































































































































日 2016年 7月 22日) 
田中 菜緒・小林 巌（2013）「肢体不自由特別支援
学校の重複学級在籍児における ICTの活用」，日















A Study on the Effects of Using iPads for 
Students with Disabilities in Schools for Special 
Needs Education. 
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